
現
場
の
共
感
を
得
る
C
l
M

「
今
や
C
I
M
(
コ
ン
ス

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
・
イ
ン
フ
ォ

メ
ー
シ
ョ
ン
・
モ
デ
リ
ン
グ
)

の
導
入
現
場
は
却
を
超
え

た
」
と
会
場
を
驚
か
せ
た
の

は
、
大
林
組
で
現
場
へ
の
C

I
M導
入
の
推
進
役
を
務
め

る
土
木
本
部
本
部
長
室
情
報

企
画
課
の
杉
浦
伸
哉
課
長
。

初
日
に
シ
ェ
ル
パ
東
京
オ
フ

ィ
ス
(
東
京
都
中
央
区
)
で

開
か
れ
た
ト
l
ク
セ
ッ
シ
ョ

ン
『
オ
ー
プ
ン
B
I
Mカ
フ

ェ
』
の
ス
ピ
ー
カ
ー
と
し
て
i

熱
弁
を
ふ
る
っ
た
。
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同
社
が
C
I
M
の
現
場
導

入
に
踏
み
切
っ
た
の
は
国
土

交
通
省
が
試
行
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
打
ち
出
す
5
カ
月
前
の

2
0
1
2年
2
月。

4
現
場

で
ス
タ
ー
ト
し
、
こ
と
し
2

月
に
は
初
現
場
を
超
え
、
現

時
点
で
は
必
現
場
に
も
達
す

る
。
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
は
な

く
、
あ
く
ま
で
も
現
場
主
導

で
件
数
を
着
実
に
増
や
し
て

い
る
。
「
導
入
目
的
が
明
確

に
な
れ
ば
、
現
場
は
共
感
し
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B
l
Mカ
フ
ェ
で
熱
弁
を
ふ
る
う
杉
浦
氏

c
l
Mを
効
果
的
に
活
用

し
て
い
る
見
草
ト
ン
ネ
ル

建
設
現
場
作
業
所

て
く
れ
る
」
と
、
実
に
明
解

だ。
公
共
土
木
工
事
で
は
、
川

上
か
ら
川
下
ま
で
の
業
務
は

細
分
化
し
て
発
注
さ
れ
、
民

間
建
築
の
よ
う
に
ゼ
ネ
コ
ン

が
設
計
か
ら
施
エ
ま
で
を
一

貫
し
て
担
当
す
る
よ
う
な
流

れ
に
は
な
い
。
「
わ
れ
わ
れ

が
担
当
す
る
部
分
は
施
工
の

み
。
施
工
の
ど
こ
に
メ
リ
ッ

ト
を
見
い
だ
す
か
。
そ
う
考

え
る
と
、
お
の
ず
と
目
的
は

見
え
て
く
る
」

現
場
が
目
指
す
の
は
「
判

断
の
迅
速
化
」
「
施
工
の
効

率
化
」
「
工
期
短
縮
・
コ
ス

ト
削
減
」
で
あ
り
、
こ
れ
に

「
維
持
管
理
初
期
モ
デ
ル
構

築
」
を
加
え
た
4
つ
が
大
林

流
の
施
工
C
I
M
の
着
眼
点

だ
。
「
C
I
M
の
導
入
効
果

は
維
持
管
理
段
階
に
つ
な
が

る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な

い
。
発
注
者
側
に
は
工
事
完

成
後
の
初
期
モ
デ
ル
を
渡
す

こ
と
を
前
提
に
、
現
場
導
入

を
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
」

と
明
か
す
。

現
場
の
共
感
を
得
て
い
る

背
景
に
は
、
協
力
会
社
を
合

め
た
関
係
者
全
員
が
作
業
工

程
な
ど
の
現
場
イ
メ
ー
ジ
を

共
有
で
き
る
点
に
あ
る
よ
う

だ
。
「
何
が
何
で
も
3
次
元

を
使
う
の
で
は
な
く
、
効
果

的
な
部
分
を
見
極
め
て
3
次

元
化
を
進
め
る
こ
と
が
重

要
。
導
入
部
分
は
現
場
に
よ

っ
て
異
な
る
。
大
切
な
の
は

目
的
を
明
確
化
す
る
こ
と

だ
。
難
し
く
や
っ
て
も
成
功

は
し
な
い
。
あ
く
ま
で
も
簡

単
に
行
え
る
こ
と
。
そ
れ
が

共
感
を
得
る
近
道
だ
」

比
較
的
導
入
数
が
多
い
の

は
ト
ン
ネ
ル
工
事
。
地
層
や

地
質
の
状
態
に
よ
っ
て
ト
ン
一

ネ
ル
の
形
状
は
決
ま
る
た
一

め
、
実
際
の
施
工
が
始
ま
っ
一

て
か
ら
設
計
を
微
調
整
せ
ざ
一

る
を
得
な
い
場
面
は
多
い
。
一

近
畿
自
動
車
道
紀
勢
線
の
見
一

草
ト
ン
ネ
ル
建
設
工
事
も
積

極
的
に
C
I
Mを
導
入
す
る

現
場
の
1
つ
。
注
目
す
べ
き

は
工
事
完
了
後
、
坑
内
に
計

測
車
両
を
走
ら
せ
、
ト
ン
ネ

ル
の
点
群
デ
l
タ
を
取
得
す

る
取
り
組
み
だ
。
「
そ
れ
は
一

維
持
管
理
の
初
期
モ
デ
ル
に

な
り
、
管
理
の
手
が
か
り
に

な
る
」
と
の
考
え
か
ら
だ
。

月
1
回
の
ぺ

i
ス
で
開
催

中
の
B
I
Mカ
フ
ェ
は
4
年

目
に
突
入
。
全
お
回
の
中
で
、

C
I
Mを
題
材
に
し
た
セ
ッ

シ
ョ
ン
は
今
回
が
初
め
て
。

杉
浦
氏
は
こ
う
呼
び
掛
け
、

聴
講
者
の
賛
同
を
得
た
。

「
B
I
Mも
C
I
Mも
目
的

は
一
緒
。
誰
の
た
め
に
や
る

か
と
問
わ
れ
れ
ば
、
オ
ー
ナ

ー
(
発
注
者
)
の
た
め
で
あ

ろ
う
。
と
も
に
維
持
管
理
に

向
け
た
取
り
組
み
で
あ
る
こ

と
を
意
識
す
べ
き
だ
と
思

う」

3.毎日
6.中日
9.伊勢
12.日刊工業
15.日本海事

2.朝日
5.岐阜
8.静岡
11.建通
14信濃毎日

【建設ICT】

1.日経
4.読売
7.産経
10.中部経済
⑬建設通信
16.建設工業
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